２００６年（京都南部）地区（南Ａ）ブロック共同宣教司牧の歩み
１．ブロック内の「共同宣教司牧的」相互交流と相互補完について
	１－A　ブロック司祭団（含む修道者）の分担

ミサのローテンションは確立しているが、ミサ以外の分担は実際上困難である。


	１－B　司祭団と信徒との連携体制

役割分担は進んでいるが、小教区によっては信徒と司祭団の意識改革が求められる。



	１－C　意見交換とコンセンサス

コンセンサスはとっているが小教区によってレベルの差がある。



２．「共同宣教司牧的」な地域教会共同体の動きについて。

	２－A　意思決定のプロセス

ブロック会議や評議会を通して意思決定のプロセスは徐々にとれているが、司祭団ということについては現実的になにを意味しているかわかりにくいところがある。


	２－B　意見交換・意見集約方法

形はできつつあるが、まだ十分とはいえない。


	２－C　情報の共有

情報は共有されている。更に発展しつつある。



	２－D小教区間の協力
メーリングリストによりおこなわれている。
さまざまなブロック全体の関わりを通して協力は発展している。しかし、さらに改善は必要でメーリングリストの活用が望まれる。



３．「共同宣教司牧」を支える活動について

	３－A　奉仕や福音宣教者としての意識

奉仕や福音宣教の意識は種々の行事を通して深められつつあるが、更に積極的に日常生活と密着した学習が望ましい。



	３－B　分かち合いと福音的識別

分かち合いはある程度行われているが、まだ改善していく余地がある。



４．「共同宣教司牧」の学びと祈りについて

	４－A　共同宣教司牧と秘跡・典礼

司祭を中心によく行われている。具体的な活動が大きな助けとなっている。



	４－B　信仰入門・養成講座

信仰入門、養成講座は定期的に行われている。


	４－C　リーダー養成・信徒養成

現実は厳しく特に世代交代は難しい。行われつつあるところでも若い人へのサポートが必要。




